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と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

主　な　内　容�

石川県の歴史及び文化を全国にアピール�
 ～2002年NHK大河ドラマ「利家とまつ」～�

石川県の歴史及び文化を全国にアピール�
 ～2002年NHK大河ドラマ「利家とまつ」～�

激
動
の
戦
国
時
代
を
生
き
抜
い

て
、加
賀
百
万
石
の
礎
を
築
い
た
、

藩
祖
・
前
田
利
家
と
妻
・
ま
つ

の
、
夫
婦
の
愛
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト

ー
リ
ー
。

信
念
と
誇
り
を
持
っ
て
ナ
ン
バ

ー
２
の
立
場
を
貫
い
た
利
家
と
、

夫
を
叱
咤
激
励
し
二
男
九
女
を
育

て
た
ま
つ
の
、
波
乱
万
丈
の
人
生

を
描
く
愛
と
笑
い
と
涙
と
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
の
戦
国
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
で

す
。

㈱北國新聞社提供�㈱北國新聞社提供�

£広域連携で商工会の変革を
会長　谷本　　大 ……（２）

£豊かな暮らしを支える産業社会づくりを目指して
知事　谷本　正憲 ……（３）

£知事を囲み懇談会を開催 …………（４）
£第41回商工会全国大会を開催……（５）
£広域指導体制づくりへの取り組み…（６）
£容器包装の再商品化（リサイクル）の
委託申し込みはお近くの商工会へ…（７）



平
成
十
四
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
関
係
各
位
に
謹
ん
で

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
商
工
会
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、

景
気
の
牽
引
的
役
割
を
果
た
し
て

き
た
Ｉ
Ｔ
産
業
が
伸
び
悩
み
、
業

界
の
再
編
や
大
型
倒
産
、
過
去
最

悪
の
失
業
率
な
ど
一
段
と
厳
し
さ

を
増
し
、
加
え
て
、
米
国
の
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
を
契
機
と
し
て
、

世
界
的
な
景
気
後
退
と
い
う
極
め

て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
不
良
債
権
処
理
や
特
殊

法
人
改
革
を
内
容
と
す
る
政
府
の

構
造
改
革
が
本
格
的
に
始
動
し
、

国
の
財
政
再
建
や
経
済
の
抜
本
的

な
建
て
直
し
が
図
ら
れ
よ
う
と
す

る
中
、
地
域
中
小
企
業
に
あ
っ
て

は
、
不
透
明
な
先
行
き
に
対
し
不

安
感
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
本

会
で
は
、
昨
年
十
月
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
石
川
県
商
工
会
大
会
に

お
い
て
「
景
気
対
策
並
び
に
中
小

企
業
に
配
慮
し
た
構
造
改
革
の
推

進
」「
中
小
企
業
金
融
対
策
並
び

に
関
係
税
制
の
改
正
、
拡
充
」
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
四
項
目
の
提
言

を
、
一
万
五
千
名
会
員
の
総
意
の

も
と
決
議
し
、
県
、
国
並
び
に
関

係
機
関
に
対
し
、
諸
施
策
の
早
期

実
現
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
自

ら
も
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
一

層
努
力
す
る
こ
と
の
決
意
を
表
明

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
人
件
費
を
課
税
標
準

と
す
る
外
形
標
準
課
税
は
、
赤
字

法
人
や
収
益
の
低
い
中
小
企
業
へ

の
課
税
強
化
に
な
る
こ
と
か
ら
、

強
く
反
対
を
陳
情
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
今
後
と
も
継
続
し
て
導
入

阻
止
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

更
に
今
後
と
も
、
商
工
会
が
地

域
活
性
化
の
主
導
的
な
役
割
を
担

う
べ
く
、
国
、
県
が
推
進
す
る
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
経
営
や
、
創
業
・

経
営
革
新
に
対
す
る
指
導
・
支
援

体
制
の
強
化
、
併
せ
て
地
方
分
権

や
市
町
村
合
併
が
進
む
中
で
、

我
々
商
工
会
が
率
先
し
て
広
域
連

携
指
導
体
制
の
整
備
な
ど
組
織
改

革
を
推
進
し
、
指
導
の
強
化
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。本

会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本

年
、
県
内
の
六
つ
の
エ
リ
ア
で
広

域
連
携
を
確
立
し
、
各
エ
リ
ア
の

拠
点
商
工
会
に
設
置
す
る
「
広
域

支
援
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
経

営
指
導
員
が
、
会
員
の
た
め
に
よ

り
専
門
的
で
高
度
な
支
援
を
広
域

に
わ
た
っ
て
指
導
で
き
る
体
制
の

整
備
を
順
次
進
め
て
参
り
ま
す
。

同
時
に
、
昨
年
本
会
に
設
置
し

た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
国
際
」、「
ま

ち
づ
く
り
・
交
通
」、「
Ｉ
Ｔ
」、

「
環
境
・
福
祉
」
の
四
委
員
会
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
事
業
の
推
進

や
活
力
あ
る
産
業
社
会
へ
の
提
言

な
ど
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
我
々
商
工
会
が

抱
え
て
い
る
様
々
な
課
題
を
克
服

し
、
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
、
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
、
中
小
企
業
の
発
展
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
よ

う
努
力
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
地
域
社
会
の
更
な
る
発
展
を

祈
念
し
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

年
頭
の
あ
い
さ
つ�

年
頭
の
あ
い
さ
つ

年
頭
の
あ
い
さ
つ�

年
頭
の
あ
い
さ
つ�

広
域
連
携
で商

工
会
の
変
革
を

会

長

谷

本

大
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謹　賀　新　年
山
中
町
商
工
会
　
会
長

上
　
口
　
昌
　
徳

根
上
町
商
工
会
　
会
長

秋
　
田
　
　
　
力

寺
井
町
商
工
会
　
会
長

中
　
　
　
兼
太
郎

辰
口
町
商
工
会
　
会
長

田
　
川
　
　
　
剛

川
北
町
商
工
会
　
会
長

井
　
波
　
好
　
雄

美
川
町
商
工
会
　
会
長

北
　
村
　
久
　
吉

野
々
市
町
商
工
会
　
会
長

徳
　
野
　
豊
　
誠

鶴
来
商
工
会
　
会
長

谷
　
本
　
　
　
大

河
内
村
商
工
会
　
会
長

田
　
中
　
博
　
人

吉
野
谷
村
商
工
会
　
会
長

林
　
　
　
　
　
繁

鳥
越
村
商
工
会
　
会
長

谷
　
口
　
力
　
雄

尾
口
村
商
工
会
　
会
長

佐
　
藤
　
重
　
二

白
峰
村
商
工
会
　
会
長

蔭
　
山
　
哲
　
哉

津
幡
町
商
工
会
　
会
長

鍛
　
冶
　
秀
　
雄

高
松
町
商
工
会
　
会
長

小
　
山
　
良
　
一

七
塚
町
商
工
会
　
会
長

室
田
治
郎
右
ェ
門

宇
ノ
気
町
商
工
会
　
会
長

横
　
山
　
一
　
彌

森
本
商
工
会
　
会
長

架
　
谷
　
由
　
法

内
灘
町
商
工
会
　
会
長

本
　
出
　
彌
治
則
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

産
業
界
の
皆
様
方
に
は
、ご
健
勝

で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
の
本
県
経
済
は
、
Ｉ
Ｔ
関

連
分
野
が
不
調
に
転
じ
る
な
ど
、

生
産
面
で
低
下
傾
向
に
あ
り
、
加

え
て
、
個
人
消
費
も
低
調
に
推
移

し
、
企
業
の
業
況
判
断
も
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
の
人
員
整
理
を
背

景
に
有
効
求
人
倍
率
が
停
滞
か
ら

悪
化
傾
向
と
な
り
、
雇
用
面
に
お

い
て
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て

は
昨
年
十
月
に
「
改
革
先
行
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
構
造
改
革

に
直
結
し
、
か
つ
実
施
の
緊
急
性

が
特
に
高
い
施
策
で
雇
用
創
出
効

果
や
民
間
経
済
活
性
化
効
果
が
特

に
高
い
も
の
に
つ
い
て
、
十
一
月

に
補
正
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

県
に
お
き
ま
し
て
も
、
九
月
補

正
予
算
で
、
経
営
相
談
体
制
の
充

実
や
金
融
施
策
の
強
化
拡
充
を
柱

と
す
る
「
中
小
企
業
再
生
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
創
設
及
び
県
独
自

の
緊
急
な
雇
用
の
確
保
な
ど
国
に

先
駆
け
て
、
な
し
え
る
限
り
の
対

策
を
講
じ
て
き
た
ほ
か
、
十
二
月

補
正
予
算
に
お
い
て
も
、
国
の
一

次
補
正
に
呼
応
し
て
緊
急
雇
用
創

出
の
た
め
の
新
た
な
基
金
の
活
用

に
よ
る
事
業
や
、
中
小
企
業
の
有

す
る
売
掛
金
債
権
を
担
保
と
す
る

民
間
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
拡

大
す
る
た
め
の
保
証
制
度
を
創
設

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
民
の
方
々
が
長
く
待
ち
望
ん
で

お
り
ま
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

が
、こ
の
一
月
六
日
か
ら
「
利
家
と

ま
つ
〜
加
賀
百
万
石
物
語
〜
」
と

し
て
放
送
さ
れ
、
様
々
な
形
で
の

“

大
河
ド
ラ
マ
効
果‘

が
生
ま
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
放
送
期
間
中
に
は
、

官
民
挙
げ
て
の
協
力
体
制
に
よ
り
、

三
月
二
十
三
日
か
ら
来
年
一
月
五

日
ま
で「
加
賀
百
万
石
博
」を
開
催

い
た
し
ま
す
。
県
と
し
て
も
こ
の

「
加
賀
百
万
石
博
」を
始
め
と
す
る
大

河
ド
ラ
マ
関
連
の
様
々
な
事
業
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

大
河
ド
ラ
マ
に
よ
る
効
果
を
一
過

性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
、観
光
客
の
増
加
な
ど
に
伴
う
地

域
振
興
と
経
済
波
及
効
果
を
高
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
十
一
月
二
十
二
日

に
い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

で
科
学
技
術
振
興
事
業
団
の「
研

究
成
果
活
用
プ
ラ
ザ
石
川
」が
開
館

い
た
し
ま
し
た
。
県
で
は
、こ
の
施

設
で
、地
域
結
集
型
共
同
研
究
事

業
と
し
て
九
月
に
実
施
地
域
の
指

定
を
受
け
た「
痴
呆
の
早
期
診
断
を

支
援
す
る
技
術
開
発
」
を
、産
学
官

連
携
に
よ
り
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
研
究
の
さ
ら
な

る
推
進
と
と
も
に
そ
の
成
果
が
広

く
普
及
し
、
県
内
の
新
技
術
・
新

産
業
の
創
出
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
商
店
街
の
活
性
化
、中

小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め

の
金
融
支
援
、
経
営
革
新
へ
の
支

援
、企
業
誘
致
な
ど
各
種
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
、
県
民
の
皆
様
方

の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
最
大
限

の
努
力
を
行
う
所
存
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
の
今
年
が
、
皆
様

に
と
り
ま
し
て
も
、
最
良
の
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
県
政
に

対
す
る
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹　賀　新　年
羽
咋
市
商
工
会
　
会
長

荒
　
木
　
龍
　
平

富
来
町
商
工
会
　
会
長

冨
　
澤
　
二
　
郎

志
雄
町
商
工
会
　
会
長

坂
　
室
　
正
　
昭

志
賀
町
商
工
会
　
会
長

南
　
　
　
哲
　
郎

押
水
町
商
工
会
　
会
長

勝
　
二
　
　
　
修

田
鶴
浜
町
商
工
会
　
会
長

永
　
江
　
榮
　
毅

鳥
屋
町
商
工
会
　
会
長

笹
　
川
　
修
次
郎

中
島
町
商
工
会
　
会
長

下
　
出
　
重
与
茂

鹿
島
町
商
工
会
　
会
長

池
　
島
　
寛
　
仁

能
登
島
町
商
工
会
　
会
長

後
　
藤
　
達
　
雄

鹿
西
町
商
工
会
　
会
長

木
　
村
　
武
　
司

穴
水
町
商
工
会
　
会
長

高
　
木
　
昭
　
作

門
前
町
商
工
会
　
会
長

宮
　
下
　
正
　
一

能
都
町
商
工
会
　
会
長

数
　
馬
　
嘉
　
雄

柳
田
村
商
工
会
　
会
長

本
　
間
　
　
　
侑

内
浦
町
商
工
会
　
会
長

田
　
　
　
實

県

連

合

会
専
務
理
事

大
　
塚
　
忠
　
寿

青
年
部
連
合
会
　
会
長

梅
　
原
　
竜
　
一

女
性
部
連
合
会
　
会
長

南
　
　
　
洋
　
子

年
頭
の
あ
い
さ
つ

年
頭
の
あ
い
さ
つ�
年
頭
の
あ
い
さ
つ

年
頭
の
あ
い
さ
つ�
年
頭
の
あ
い
さ
つ�

豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る

産
業
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

石
川
県
知
事

谷
　
本
　
正
　
憲
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冒
頭
、
谷
本
知
事
は
「
大
変
厳

し
い
景
気
動
向
が
続
い
て
い
る

が
、
県
と
し
て
も
景
気
対
策
を
柱

と
し
た
各
種
の
支
援
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
皆
様
方

に
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
谷
本
県
連
会
長
が

座
長
と
な
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
等
か
ら
の
発
言
に
基
づ
く
懇
談

に
移
っ
た
。
懇
談
内
容
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
。

一
、
県
連
合
会
（
発
言
者

秋
田
県
連
副
会
長
）

▽
景
気
対
策
の
拡
充
強
化

▽
新
産
業
の
誘
導
及
び
既

存
企
業
の
経
営
革
新
・

創
業
支
援

【
知
事
の
見
解
】

▼
景
気
対
策
は
、
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
現
場
の
皆

さ
ん
方
に
も
知
恵
を
出
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県

と
し
て
も
精
一
杯
努
力
し

て
い
き
た
い
。

▼
新
産
業
の
誘
導
や
経
営

革
新
、
創
業
支
援
に
つ
い

て
は
、
種
々
の
支
援
シ
ス

テ
ム
を
用
意
し
て
い
る
が
、
さ
ら

に
積
極
的
に
内
容
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

二
、
能
美
・
江
沼
（
発
言
者
　
田

川
辰
口
町
商
工
会
長
）

▽
南
加
賀
地
域
に
お
け
る
観
光
と

物
産
の
振
興

【
知
事
の
見
解
】

▼
お
互
い
連
携
し
た
広
域
的
な
取

り
組
み
は
非
常
に
良
い
こ
と
で
あ

る
。
国
に
も
観
光
産
業
に
対
す
る

支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
要
望
し

て
い
る
。
県
と
し
て
も
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

三
、
石
川
・
白
山
郷
（
発
言
者

北
村
美
川
町
商
工
会
長
）

▽
石
川
郡
が
一
体
と
な
っ
た
道
路

の
開
発
と
整
備

▽
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
の
通
行
料

金
引
き
下
げ

【
知
事
の
見
解
】

▼
ス
ー
パ
ー
林
道
の
料
金
は
観
光

用
途
の
対
価
と
し
て
の
考
え
も
あ

り
、
料
金
を
引
き
下
げ
る
と
他
の

道
路
整
備
に
も
関
係
し
選
択
の
問

題
と
な
る
。
東
海
北
陸
自
動
車
道

の
整
備
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
林
道
の

位
置
付
け
は
県
と
し
て
充
分
関
心

を
持
っ
て
見
極
め
て
い
き
た
い
。

四
、
河
北
・
森
本
（
発
言
者
　
鍛

冶
津
幡
町
商
工
会
長
）

▽
中
小
地
場
零
細
企
業
の
救
済
施
策

▽
河
北
台
砂
丘
地
縦
貫
道
路
の
拡

幅
整
備

【
知
事
の
見
解
】

▼
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
方
に
も
し

っ
か
り
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
、

や
る
気
の
あ
る
企
業
が
倒
産
の
波

に
呑
ま
れ
な
い
よ
う
、
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
を
整
え
て
い
き
た
い
。

▼
道
路
拡
幅
問
題
は
、
内
灘
大
橋

の
効
用
が
果
た
せ
る
よ
う
、
通
行

量
の
動
向
や
内
灘
町
北
部
の
団
地

整
備
、
入
居
状
況
な
ど
を
見
極
め

て
い
き
た
い
。

五
、
羽
咋
郡
市
（
発
言
者
　
勝
二

押
水
町
商
工
会
長
）

▽
海
岸
保
全
と
観
光
振
興

【
知
事
の
見
解
】

▼
千
里
浜
周
辺
の
砂
丘
地
侵
食
は

県
と
し
て
も
大
変
心
配
し
て
い

る
。
養
浜
事
業
を
行
う
場
合
、
観

光
振
興
と
絡
め
て
の
実
施
な
ど
工

夫
し
た
い
。

六
、
鹿
島
郡
（
発
言
者
　
下
出
中

島
町
商
工
会
長
）

▽
七
尾
西
湾
周
遊
道
路
と
観
光
ル

ー
ト
の
確
立

【
知
事
の
見
解
】

▼
七
尾
西
湾
周
遊
道
路
整
備
に
つ

い
て
は
平
成
十
四
年
度
の
世
界
学

生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
向
け
全
力

を
上
げ
て
い
る
。
今
後
交
通
量
等

を
見
極
め
な
が
ら
観
光
ル
ー
ト
と

し
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

七
、
奥
能
登
（
発
言
者
　

田

内
浦
町
商
工
会
長
）

▽
奥
能
登
地
域
の
振
興
策

【
知
事
の
見
解
】

▼
能
登
有
料
道
路
は
多
額
の
残
債

を
抱
え
て
お
り
料
金
引
き
下
げ
は

現
状
で
は
難
し
い
。
当
面
羽
咋
以

北
で
ゆ
ず
り
レ
ー
ン
を
整
備
し
走

行
性
の
向
上
に
努
め
る
。
法
務
局

の
統
廃
合
の
問
題
は
、
県
に
権
限

は
な
い
が
、
統
合
後
の
能
登
空
港

周
辺
移
転
も
一
つ
の
選
択
肢
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。
国
に
問
い
合
わ

せ
て
み
る
が
、
奥
能
登
広
域
圏
で

も
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

八
、
県
青
年
部
連
合
会
（
発
言
者

梅
原
県
青
連
会
長
）

▽
平
成
十
四
年
度
商
工
会
青
年
部

全
国
（
石
川
）
大
会
の
開
催

【
知
事
の
見
解
】

▼
三
千
人
の
参
加
者
来
県
は
大
き

な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
。
一

泊
と
言
わ
ず
二
〜
三
泊
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
県

と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
。

九
、
県
女
性
部
連
合
会
（
発
言
者

南
県
女
性
連
会
長
）

▽
商
工
会
女
性
部
活
動
事
業
に
対

す
る
支
援

【
知
事
の
見
解
】

▼
女
性
部
活
動
事
業
は
、
そ
の
活

動
に
よ
っ
て
自
ら
の
事
業
に
繋
げ

て
い
こ
う
と
い
う
重
要
な
事
業
で

あ
り
、
県
と
し
て
も
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
。

地
域
の
振
興
策
を
要
望

地
域
の
振
興
策
を
要
望�

地
域
の
振
興
策
を
要
望

地
域
の
振
興
策
を
要
望�

地
域
の
振
興
策
を
要
望

地
域
の
振
興
策
を
要
望�

地
域
の
振
興
策
を
要
望�

―
知
事
を
囲
み
懇
談
会
開
催
―

―
知
事
を
囲
み
懇
談
会
開
催
―�

―
知
事
を
囲
み
懇
談
会
開
催
―�

中
小
企
業
振
興
懇
談
会
は
、
去
る
十
一
月
八
日
、
金
沢
市
の
ホ
テ

ル
日
航
金
沢
で
開
催
し
、
県
か
ら
谷
本
知
事
、
土
肥
商
工
労
働
部
次

長
ら
が
、
商
工
会
側
か
ら
各
商
工
会
の
正
副
会
長
、
青
年
・
女
性
部

長
な
ど
合
わ
せ
て
約
百
八
十
名
が
出
席
し
、
地
域
の
現
状
を
述
べ
今

後
の
振
興
策
を
要
望
し
た
。

商
工
会
側
の
主
な
発
言
テ
ー
マ

商
工
会
側
の
主
な
発
言
テ
ー
マ�

と
県
側
見
解
の
概
要

と
県
側
見
解
の
概
要�

商
工
会
側
の
主
な
発
言
テ
ー
マ�

と
県
側
見
解
の
概
要�
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第
四
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会

第
四
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会�
危
機
突

危
機
突
破　
今
こ
そ
力
を
出
そ
う
商
工
会
！

　
今
こ
そ
力
を
出
そ
う
商
工
会
！�
危
機
突

危
機
突
破　
今
こ
そ
力
を
出
そ
う
商
工
会
！

　
今
こ
そ
力
を
出
そ
う
商
工
会
！�
危
機
突
破　
今
こ
そ
力
を
出
そ
う
商
工
会
！�

第
四
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会

第
四
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会�

第
四
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会�

去
る
十
一
月
二
十
二
日
、
東
京
渋
谷
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
「
―
危
機
突
破
―
今
こ

そ
力
を
出
そ
う
商
工
会
Y
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
第
四
十
一
回
商
工
会
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
約
三
千
人
余
り
の
商
工
会
員

等
が
集
い
、
本
県
か
ら
谷
本
県
連
会
長
を

は
じ
め
二
十
七
人
が
参
加
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
（
代
理
　
上
野
公
成
官

房
副
長
官
）
、
経
済
産
業
大
臣
（
代
理

古
屋
圭
司
副
大
臣
）
を
は
じ
め
、
多
数
の

来
賓
を
迎
え
る
中
、
萩
原
全
国
連
会
長
は

「
早
期
に
景
気
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
、

機
動
的
に
各
般
の
景
気
対
策
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
今
後
の
構
造
改
革
の

推
進
、
特
に
不
良
債
権
の
最
終
処
理

に
あ
た
っ
て
は
、
連
鎖
倒
産
な
ど
が

起
き
な
い
よ
う
、
金
融
面
等
に
お
い

て
中
小
企
業
に
十
分
配
慮
し
た
も
の

と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
小

企
業
の
成
長
可
能
性
を
最
大
限
に
引

き
出
す
た
め
の
中
小
企
業
施
策
の
拡

充
を
図
る
必
要
が
あ
る
。」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
内
閣

総
理
大
臣
代
理
　
上
野
官
房
副
長
官

は
「
日
本
経
済
再
生
の
た
め
に
は
、

地
域
の
中
小
企
業
の
活
力
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
地
域
に
密
着
し
た
商

工
会
は
、
中
小
企
業
対
策
の
担
い
手

と
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
役
割
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

新
し
い
時
代
を
迎
え
、
商
工
業
の
振

興
と
地
域
社
会
の
福
祉
の
増
進
に
向

け
て
、
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
強
く
期

待
す
る
。」
と
祝
辞
を
延
べ
た
。

続
い
て
①
景
気
対
策
の
推
進
及
び

中
小
企
業
に
配
慮
し
た
構
造
改
革
等

の
実
施
、
②
中
小
企
業
金
融
・
税
制

の
拡
充
及
び
ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
延
期

③
商
工
会
組
織
を
強
化
す
る
た
め
の

改
革
の
推
進
、
の
重
点
三
項
目
の
大

会
決
議
に
関
す
る
意
見
表
明
が
行
わ

れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
ま

た
、
経
営
改
善
普
及
事
業
に
関
す
る

功
労
者
等
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本

県
で
は
能
都
町
商
工
会
の
中
小
企
業

庁
長
官
表
彰
を
は
じ
め
、
三
団
体
四

十
二
人
が
表
彰
さ
れ
た
。（
被
表
彰

者
氏
名
は
左
記
の
と
お
り
）

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

▽
優
良
商
工
会
　
能
都
町
　
▽
優
良

青

年

部

森
本
　
▽

優
良
女
性

部
　
鶴
来

▽
役
員
功

労
者
〔
鶴

来
〕

和

田
英
夫
副

会
長
〔
森

本
〕

石

屋
誠
一
副
会
長
〔
羽
咋
市
〕
藤
田
定

一
副
会
長
〔
内
浦
町
〕
和
嶋
　
清
副

会
長
　
▽
女
性
部
功
労
者〔
中
島
町
〕

今
村
禮
子
部
長
　
▽
優
良
常
勤
役
職

員
〔
田
鶴
浜
町
〕
岩
尾
八
郎
経
営
指

導
員
〔
商
工
会
連
合
会
〕
山
田
明
男

専
門
経
営
指
導
員
　

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

▽
役
員
功
労
者
〔
川
北
町
〕
中
村
利

男
理
事
〔
鶴
来
〕
町
　
　
寿
理
事

堀
田
吉
彦
理
事
　
小
寺
義
雄
理
事

出
口
　
勉
理
事
〔
吉
野
谷
村
〕
柴
山

辰
夫
理
事
〔
白
峰
村
〕
織
田
捷
二
理

事
〔
高
松
町
〕
荒
清
建
設
理
事
　
沖

野
政
義
理
事
〔
志
賀
町
〕
浜
崎
市
蔵

理
事
　
勝
田
　
功
理
事
〔
押
水
町
〕

米
田
　
勝
理
事
　
上
島
邦
俊
理
事

佐
竹
三
雄
理
事
〔
田
鶴
浜
町
〕
赤
坂

隆
理
事
　
土
田
秀
三
理
事〔
鹿
西
町
〕

若
狭
明
彦
理
事
　
泉
　
久
男
理
事

井
上
俊
一
理
事
　
山
辺
保
雄
理
事

谷
　
通
正
監
事
〔
能
都
町
〕
数
馬
嘉

雄
会
長
　
紙
子
昭
佐
久
理
事
〔
柳
田

村
〕
福
池
正
人
副
会
長
　
駒
寄
保
則

理
事
　
吉
田
力
雄
理
事
▽
青
年
部
功

労
者
〔
鳥
越
村
〕
村
　
修
一
部
長

〔
白
峰
村
〕
北
野
　
誠
部
長
▽
女
性

部
功
労
者
〔
津
幡
町
〕
由
雄
久
美
部

長
〔
富
来
町
〕
松
本
則
子
部
長
▽
優

良
常
任
役
職
員
〔
山
中
町
〕
東
出
千

寿
子
補
助
員
〔
寺
井
町
〕
北
浦
陽
子

補
助
員
〔
高
松
町
〕
山
下
恵
美
子
補

助
員
〔
能
都
町
〕
大
澗
郁
子
補
助
員

〔
柳
田
村
〕
向
口
　
宏
補
助
員

大
　
会
　
決
　
議

本
県
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

本県からは27名が大会に参加

去
る
、
十
一
月
二
十
三
日
（
金
・

祝
）
か
ら
二
十
五
日
（
日
）
の
三
日

間
、
東
京
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ

ィ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
第
十
五
回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら

お
こ
し
展
」
が
開
催
さ
れ
、
本
県
か

ら
、
野
々
市
町
、
白
峰
村
、
高
松
町
、

鹿
島
町
、
鹿
西
町
の
五
商
工
会
が
出

展
し
た
。

全
国
各
地
の
む
ら
お
こ
し
事
業
に

よ
り
開
発
さ
れ
た
特
産
品
を
一
堂
に

集
め
た
こ
の
物
産
展
は
、
商
品
の
成

果
・
全
国
的
な
普
及
と
関
係
者
の
情

報
交
換
を
目
的
と
し
た
事
業
者
と
全

国
各
地
の
特
産
品
を
一
気
に
求
め
よ

う
と
す
る
お
客
さ
ん
と
で
会
場
は
大

賑
わ
い
と
な
り
、
三
日
間
で
の
入
場

者
は
十
四
万
五
千
人
に
上
っ
た
。

ま
た
、
会
期
中
、
全
国
四
十
七
都

道
府
県
を
代
表
す
る
ミ
ス
が
参
加
。

本
県
か
ら
は
、
野
々
市
町
の
「
野
々

市
ミ
ス
じ
ょ
ん
か
ら
」
住
依
里
子
さ

ん
が
参
加
し
、「
お
国
自
慢
＆
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
で
石
川

県
の
紹
介
と
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
提
供

さ
れ
た
野
々
市
草
木
染
め
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
ほ
か
、
石
川
県
の
ブ
ー
ス
に

お
い
て
特
産
品
即
売
会
に
華
を
添
え

た
。期

間
中
、
商
工
会
全
国
大
会
に
参

加
し
た
県
下
商
工
会
長
が
訪
れ
、
出

展
者
を
励
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
ま
ご
こ
ろ
特
産
品�

第
十
五
回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
展

第
十
五
回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
展�

第
十
五
回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
展

第
十
五
回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
展�

第
十
五
回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
展�
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商工会が変わります。�商工会が変わります。�商工会が変わります。�商工会が変わります。�

～　広域連携指導体制づくりへの取り組み　～�～　広域連携指導体制づくりへの取り組み　～�
　商工会をとりまく社会環境は大きく変化しており、さまざまな課題、ニーズに対応するため平成14年度から県下

６広域エリアにおいて広域連携指導体制づくりに取り組みます。�

　ビジネスチャンスを逃したくない。新しい分野を目指したい。そんなさまざまな声にお応えするための商工会

自身の“変革”です。もちろん従来どおりの身近な存在であることに変わりはありません。商工会同士が広域的

に力を結集し、新しい体制でガンバルあなたを力強くサポートします。�

より専門的で高度な相談－拠点商工会（広域支援センター）�

最も身近な相談窓口－地区商工会�

広域担当経営指導員を配置し、専門別、業種別、広域問題などに対し、専門的で高度な相談に対応します。�

地区担当経営指導員を配置し、小規模事業者の最も身近な相談窓口として、金融、税務、経理、労働、取引などの�
経営支援を行います。�

がんばるあなたのための商工会の改革です�がんばるあなたのための商工会の改革です�

売上減少で�
資金繰りを安定�
させたいなぁ。�
（経理担当）�

最近の消費者は�
どんな商品を�
求めているのかなぁ。�
（商品開発担当）�

自社製品を開発中Y�
特許・商標などの�
指導が受けたいなぁ。�
（環境関連会社部長）�

キャッシュフロー�
重視の経営って、�
どんな経営なの？�
（卸売業経営）�

経営計画が必要だ。�
でも、何から手をつければ�
いいんだろう？�
（建設会社経営）�

多品種少量生産に�
対応して、�
工場レイアウトを�
改善したいなぁ。�
（機械部品製造業工場長）�

時代にマッチした�
店舗にするため、�
新築したいY�
増改築したいY�
（衣料品小売業経営）�

従業員の就業規則や�
退職金制度をつくるには�
どうすればいい？�
（ソフトウエア会社経営）�

自分のお店をもちたいY
資金づくりや営業許可を�
受けるにはどうするの？�
（飲食店勤務）�

ＩＴ時代かぁ。�
うちの顧客管理にも�
活かせないかな。�
（小売業経営）�

ISO9001、�
14001を取得�
したいんだけど……�
（工作機械製造業）�

インターネットで�
予約を受けたい。�
どうすればうまくいく？�
（民宿業経営）�
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容
器
や
包
装
を
利
用
し
て
商
品

を
販
売
し
て
い
る
事
業
者
や
容
器

を
製
造
す
る
事
業
者
で
、
一
定
規

模
以
上
の
事
業
者
は
、
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
容
器

や
包
装
の
再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク

ル
）
の
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

事
業
者
が
再
商
品
化
義
務
を
果

た
す
方
法
に
は
、「
自
主
回
収
」

「
指
定
法
人
」「
独
自
」
の
三
つ
の

ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、「
指
定
法
人
ル
ー

ト
」
で
は
、
指
定
法
人
で
あ
る
財

団
法
人
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
に
委
託
し
、
事
業
所
に
お

け
る
容
器
や
包
装
の
利
用
量
や
製

造
量
に
応
じ
た
委
託
料
金
を
支
払

う
こ
と
に
よ
り
再
商
品
化
義
務
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
再
商
品
化
義

務
を
履
行
す
る
た
め
の
財
団
法
人

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

容
器
包
装
の
再
商
品

容
器
包
装
の
再
商
品
化（
リ
サ
イ
ク
ル

（
リ
サ
イ
ク
ル
）の�

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ 
容
器
包
装
の
再
商
品

容
器
包
装
の
再
商
品
化（
リ
サ
イ
ク
ル

（
リ
サ
イ
ク
ル
）の�

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ 
容
器
包
装
の
再
商
品
化（
リ
サ
イ
ク
ル
）の�

委
託
申
し
込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
へ 

へ
の
委
託
申
し
込
み
は
、
二
月
一

日
ま
で
、
各
地
の
商
工
会
・
商
工

会
議
所
で
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。再

商
品
化
義
務
を
負
う
事
業
者

の
方
は
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
再
商
品
化
義
務
は
、
年

度
が
変
わ
っ
て
も
消
滅
せ
ず
、
五

年
間
に
わ
た
っ
て
溯
及
し
ま
す
の

で
、
十
二
・
十
三
年
度
も
義
務
を

有
し
て
い
た
方
で
、
申
し
込
ん
で

な
い
方
は
、
合
わ
せ
て
お
申
し
込

み
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
再
商
品
化
義
務
の
有
無

は
、
左
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

＊商品の製造段階で自ら容器や包装を付していますか？�
＊商品の販売段階で、新たに自ら容器や包装を付していますか？�
＊容器や包装を付された商品を輸入していますか�
＊容器を製造・輸入していますか？�

上記の各項目に該当する容器や包装が最終的に家庭から一般�
廃棄物として排出されますか？�

◇卸・小売・サービス業の場合�
　従業員数６人以上、または、総売上７千万円超ですか？�
◇製造業等の場合�
　従業員数21人以上、または、総売上２億４千万円超ですか？�

関係する容器・包装は次の素材からできていますか？�
＊ガラス製　　＊PET製　　＊紙製　　＊プラスチック製�
＊これらを利用した複合素材�

容器・包装は次のいずれかで利用されるものですか？�
＊商品に　＊商品の付属品に　＊小売の段階で�

関係する容器・包装は中身と分離した時に捨てられるもので�
すか？�

再商品化義務を有していると考えられます�

再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん�

《詳細をお知りになりたい方は、次のところまでお問い合わせください。》�

　　中部経済産業局環境保安課　　TEL（052）951-2768�
　　（財）日本容器包装リサイクル協会コールセンター�
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（03）5251-4870

▼　はい�

▼　はい�

▼　はい�

▼　はい�

▼　はい�

▼　はい�

い
い
え�

い
い
え�

い
い
え�

い
い
え�

い
い
え�

い
い
え�

▼はい　▼いいえ�

志
雄
町
商
工
会
青
年
部
は
、
十

月
二
十
七
日
、
財
団
法
人
い
し
か

わ
子
育
て
支
援
財
団
主
催
の
「
子

育
て
＆
仕
事
」
両
立
支
援
推
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
子
育
て
に
や
さ

し
い
企
業
等
」
団
体
部
門
で
谷
本

知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
急
速
に
進

む
少
子
高
齢
化
の
世
相
を
踏
ま

え
、
実
際
に
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
き
た
企
業
・
団
体
等
を
表
彰

し
、
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
に
つ
い
て
検
討
し
、
子
供

を
産
み
、
育
て
や
す
い
環
境
を
推

進
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

志
雄
町
商
工
会
青
年
部
は
、
部

創
立
の
翌
昭
和
四
十
三
年
以
来
、

毎
年
「
子
供
の
日
」
前
後
に
、
志

雄
町
内
の
保
育
所
を
慰
問
し
、
昔

話
な
ど
の
寸
劇
等
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
に
至
っ

た
。

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
等
」
に

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
等
」
に�

　
　
　
　
　
　
志
雄
町
商
工
会
青
年
部
が
受
賞

　
　
　
　
　
　
志
雄
町
商
工
会
青
年
部
が
受
賞�

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
等
」
に

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
等
」
に�

　
　
　
　
　
　
志
雄
町
商
工
会
青
年
部
が
受
賞

　
　
　
　
　
　
志
雄
町
商
工
会
青
年
部
が
受
賞�

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
等
」
に�

　
　
　
　
　
　
志
雄
町
商
工
会
青
年
部
が
受
賞�

「
子
育
て
＆
仕
事
」
両
立
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
子
育
て
＆
仕
事
」
両
立
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

「
子
育
て
＆
仕
事
」
両
立
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
子
育
て
＆
仕
事
」
両
立
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

「
子
育
て
＆
仕
事
」
両
立
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会�

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会�

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会�

第５回（14年度）�

十
一
月
に

十
一
月
に�

石
川
県
で
開
催
決
定

石
川
県
で
開
催
決
定
Y

十
一
月
に

十
一
月
に�

石
川
県
で
開
催
決
定

石
川
県
で
開
催
決
定
Y

十
一
月
に�

石
川
県
で
開
催
決
定
Y

自立・情報・国際化�
創出・交流�

保育所での寸劇風景



自動車保険フリート契約のご案内　　�号外� 2001年10月改定�

　補償面と価格面の両面からの新しいご提案です。�

　2001年10月にフリート契約の商品の改定および保険料の改定を実施いたしました！�

　『カーオーナーズ保険TEN』は、企業経営者や個人事業主の皆様の声から生まれた、
全く新しい“企業専用自動車保険”です。お車を業務に使用される方の多様なニーズ
に合わせて、自由な保険設計が可能です。�
　当社では10月1日より、TENのフリート契約の設計の自由度を一層高めるとともに、
保険料の改定を実施いたしました。この機会に是非、安田火災オリジナル商品『カー
オーナーズ保険TEN』のお見積もりをご依頼ください。�

◆ 自家用普通自動車�

◆ 自家用小型貨物車�

◆ 自家用普通貨物車（最大積載量２トン超）�

◆ 営業用普通貨物車（最大積載量２トン超）�

45,760円�

42,810円�

76,120円�

229,100円�

39,910円�

38,660円�

67,940円�

190,510円�

（△5,850円）�

（△4,150円）�

（△8,180円）�

（△38,590円）�

（従来：賠償・搭傷クラスB→改定後：対人5・対物5・傷害5）�

　貴社のニーズに合わせた設計が可能です。補償内容のご確認および見直しについてもご検討ください。�

安田火災�
オリジナル商品�
安田火災�
オリジナル商品�

保険料例（１台あたり）�

TEN�
（2001年10月1日改定後）�

保険料削減額�従来のPAP�
（2000年10月31日以前）�

優良割引50％　フリート多数割引５％�
対人無制限　対物1,000万円（免責０万）※�

※営普貨のみ対物免責３万円�搭乗者傷害1,000万円�

安田火災海上保険株式会社�
※このチラシは概要を説明したものです。詳細につきましては、�
　取扱代理店またはお近くの安田火災までお問い合わせください。�

お問い合わせ先�

金沢支店金沢第一支社�
076-262-1671
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